
平成26年7月、プレジャーボート「A号」（7名乗り）は、花火大会が終了し、定係地へ向け航
行を開始した直後、港内の水場に衝突し、操船していた船長が海中転落、乗船者7名のうち3名
が負傷したもの。
船体は、船首水線上に亀裂を伴う損傷を生じた。

【主な原因：見張り不十分】
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平成26年8月、プレジャーボート「C号」は、花火大会会場付近海域で、機関を停止し、花火
大会を観覧後、機関を再起動しようとしたところ、左舷機が起動せず、左舷バッテリーから発
煙し航行不能となったもの占
なお、同船は、以前からバッテリーの不具合が発生していたものの、十分なメンテナンスを
怠っていた。

【主な原因：船体機器整備不良】
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平成26年8月、クルーザー・ヨット「E号」は、花火大会観覧場所確保のため、港内を低速で
航行中に船底及び推進機が浅瀬に乗揚げた感触があり、右舷機に振動が生じたが、継続航行し、
定係地に入港後に点検したところ、機関室内に浸水が確認されたもの。

【主な原因：水路調査不十分】


